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Ⅰ．調査概要

１．調査目的

滋賀県の若年者（20 歳～29 歳）の男女共同参画に関する意識と実態を把握し、今後の男女共同参画社

会の実現に向けた施策に役立てるための基礎資料とする。

２．調査の概要

（１）調査地域 県内全域（全市町から対象者抽出）

（２）調査対象 県内在住の 20 歳代の男女 2,000 人

（３）抽出方法 選挙人名簿を元に層化二段無作為抽出法

（４）調査方法 質問紙による郵送調査

（５）調査期間 平成 23 年 10 月 5 日～10 月 26 日

（６）有効回収率 28.0％（有効回収数 560 件）

湖西地域は、抽出率を他の地域の２倍に設定して抽出を行い、集計時に他の地域を２倍にして集計

するという補正処理を行った。（補正後標本数：1,084 件）

３．回答者の属性

（１）性別 （２）年齢階層

（３）結婚の有無

（４）職業別

56.9

43.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.女 (617件)

2.男 (467件)

不明・無回答 (0件)

(％)(N=1084)

20.5

31.1

48.2

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.20～22歳 (222件)

2.23～25歳 (337件)

3.26～29歳 (522件)

不明・無回答 (3件)

(％)(N=1084)

22.4

1.5

76.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.結婚している (243件)

(配偶者がいる)

2.結婚していた (16件)

(配偶者とは離婚･死別した)

3.未婚である (825件)

不明・無回答 (0件)

(％)(N=1084)

51.8

19.6

0.0

2.4

1.2

6.8

13.9

4.1

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.勤め人 (561件)

2.勤め人 (213件)

3.農林漁業 (0件)

4.自由業・自営業・家業 (26件)

5.その他の有職 (13件)

6.家事専業 (74件)

7.学生 (151件)

8.無職 (44件)

不明・無回答 (2件)

(％)(N=1084)

(正規の職員･従業員)

(ﾊﾟｰﾄ､ｱﾙﾊﾞｲﾄ､契約社員､派遣社員)

(農林漁業を除く)

(大学院生､研究生等を含む)
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Ⅱ．集計結果

１．仕事について

（１）仕事の目的

「生活のため」が 80.9％と最も多く、「自分の自由に使えるお金がほしいため」が 49.4％、「自分自

身の成長のため」が 30.1％、「いきがい・やりがいのため」が 25.0％とこれに次いでいる。

（２）生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度

「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』のすべてを大切にしたい」が 28.7％と最も多く、

「『仕事』と『家庭生活』をともに大切にしたい」が 18.6％、「『家庭生活』を大切にしたい」が 13.7

％とこれに次いでいる。

これを性別で見ると、女性は男性に比べて「『家庭生活』を大切にしたい」が 6.4 ポイント、「『家庭

生活』と『地域・個人の生活』をともに大切にしたい」が 5.5 ポイント、「『仕事』と『家庭生活』と『地

域・個人の生活』のすべてを大切にしたい」が 9.4 ポイント多くなっており、家庭生活を重視する傾向が

表れている。

80.9

10.8

15.1

25.0

1.5

16.1

13.5

3.0

30.1

13.4

49.4

2.3

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.生活のため (658件)

2.住宅ローン返済や

子どもの教育費のため (88件)

3.老後の蓄えのため (123件)

4.いきがい・やりがい

のため (203件)

5.家業だから (12件)

6.自分の能力・技術

を活かしたいため (131件)

7.社会に役立ちたいから (110件)

8.時間的に

余裕があるから (24件)

9.自分自身の

成長のため (245件)

10.旅行などの

レジャー資金のため (109件)

11.自分の自由に使える

お金がほしいため (402件)

12.その他 (19件)

不明・無回答 (13件)

(％)(N=813)

4.3

13.7

10.3

18.6

8.4

11.9

28.7

3.7

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.｢仕事｣を優先したい (47件)

2.｢家庭生活｣を優先したい (149件)

3.｢地域･個人の生活｣を

優先したい (112件)

4.｢仕事｣と｢家庭生活｣を

ともに大切にしたい (202件)

5.｢仕事｣と｢地域･個人の生活｣を

ともに大切にしたい (91件)

6.｢家庭生活｣と｢地域･個人の生活｣を

ともに大切にしたい (129件)

7.｢仕事｣と｢家庭生活｣と｢地域･個人の生活｣の

すべてを大切にしたい (311件)

8.わからない (40件)

不明・無回答 (3件)

(％)(N=1084)
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（３）女性の働き方の理想と現実（女性のみ）

女性の理想の働き方では、「育児等で一時的に仕事をやめるが、その後はパートタイムで仕事を続ける」

が 32.3％と最も多く、「結婚、子どもの有無にかかわらず、仕事を続ける」が 27.7％、「子どもができ

るまで仕事をもち、子どもができたら家事や子育てに専念する」が 16.7％、「育児等で一時仕事をやめ

るが、その後はフルタイムで仕事を続ける」が 14.4％とこれに次いでいる。

他方、女性の現実の働き方では、「育児等で一時的に仕事をやめるが、その後はパートタイムで仕事を

続ける」が 38.7％と最も多く、「結婚、子どもの有無にかかわらず、仕事を続ける」が 27.4％、「育児

等で一時仕事をやめるが、その後はフルタイムで仕事を続ける」が 12.0％とこれに次いでいる。

7.5

0.2

5.4

10.1

9.6

5.1

2.6

32.7

6.5

3.6

16.5

14.3

16.2

21.8

0.4

23.3

8.8

15.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先

したい

「仕事」と「家庭生活」をともに

大切にしたい

「仕事」と「地域・個人の生活」

をともに大切にしたい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」

をともに大切にしたい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

のすべてを大切にしたい

わからない

不明・無回答

(％)

女(617件)

男(467件)

1.5

1.9

3.6

5.0

16.7

14.4

27.7

1.3

1.1

32.3

2.6

12.0

38.7

7.1

6.6

27.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.結婚、子どもの有無に (171件)

かかわらず、仕事を続ける (169件)

2.育児等で一時仕事をやめるが、 (89件)

その後はフルタイムで仕事を (74件)

続ける

3.育児等で一時仕事をやめるが、 (199件)

その後はパートタイムで仕事を (239件)

続ける

4.子どもができるまで仕事を (103件)

持ち、子どもができたら家事や (44件)

子育てに専念する

5.結婚するまで仕事をもち、(31件)

結婚後は家事に専念する (16件)

6.仕事を持たない (9件)

(12件)

7.その他 (7件)

(41件)

8.不明・無回答 (8件)

(22件)

(％)

(1)理想

(2)現実

(N=617)



4

（４）今後の就労希望（家事専業、学生、無職のみ）

職業別で見ると、「家事専業」で 62.2％が就労を希望しており、「学生（大学院生、研究生等を含む）」

で 94.7％が就労を希望している。

（５）今後希望する就労形態（家事専業、学生、無職のみ）

職業別で見ると、「家事専業」で 73.9％が「勤め人（パート、アルバイト、契約社員、派遣社員）」

を希望し、「勤め人（正規の職員・従業員）」は 21.7％となっている。「学生（大学院生、研究生等を

含む）」では、95.1％が「勤め人（正規の職員・従業員）」を希望している。

（６）継続して仕事を続けられない理由（女性のみ）

「仕事と家庭の両立について、職場の支援や上司・同僚の理解を得ることが困難だと思うから」が 22.4

％と最も多く、「保育サービスなどの子育て支援を利用することが困難だから」が 17.9％、「配偶者な

どの家族の協力を得られず、仕事と家庭の両立が困難だと思うから」が 16.4％とこれに次いでおり、半

数以上が職場、社会環境（行政）、家庭の中に継続して働けない理由があると答えている。

16.4

22.4

17.9

3.0

3.0

22.4

14.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.配偶者などの家族の協力が得られず、

仕事と家庭の両立が困難だと思うから (11件)

2.仕事と家庭の両立について、職場の支援や上司・

同僚の理解を得ることが困難だと思うから (15件)

3.保育サービスなどの子育て支援を

利用することが困難だから (12件)

4.仕事家庭を両立しながら継続して仕事を

続けている人が職場にいないから (2件)

5.結婚や子育てを理由に仕事を辞めるのが

当たり前という風潮があるから (2件)

6.その他 (15件)

不明・無回答 (10件)

(％)(N=67)

94.7

2.0

2.6

0.7

86.4

0.0

0.0

13.6

10.8

62.2

2.7

24.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

就労したい

就労したいと思わない

わからない

不明・無回答

(％)

家事専業(74件)

学生 (151件)

無職 (44件)

0.0

95.1

1.4

1.4

0.0

1.4

0.7

63.2

31.6

0.0

0.0

0.0

5.3

4.3

21.7

73.9

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

勤め人（正規）

勤め人（パート等）

事業主

（自分で事業経営）

家業の手伝い

（お店や農林漁業等）

その他

不明・無回答

(％)

家事専業(46件)

学生 (143件)

無職 (38件)
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（７）仕事と家庭を両立し、社会で活躍するためのお手本となるような人物の有無（女性のみ）

「いる」が 50.2％を占めており、他方「いない」は 21.4％となっている。

（８）仕事と家庭を両立し、社会で活躍するためのお手本となるような人物（女性のみ）

「母親」が 64.2％と最も多く、「学校・職場の先輩、上司」が 46.8％、「友人・同僚」が 28.7％と

これに次いでおり、身近な人がお手本となっている。

年齢別で見ると、「20～22 歳」では「母親」が 76.8％、「父親」が 23.2％と、他の年齢層に比べ

て多くなっている。他方、「26～29 歳」では「友人・同僚」が 46.3％と他の年齢層に比べて多くなっ

ている。

50.2

21.4

26.1

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.いる (310件)

2.いない (132件)

3.わからない

(161件)

不明・無回答 (14件)

(％)(N=617)

28.7

46.8

10.3

6.5

0.0

64.2

12.6

9.0

1.0

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.友人・同僚 (89件)

2.学校・職場の

先輩、上司 (145件)

3.日頃、身近に

接する社会人 (32件)

4.芸能人や著名人 (20件)

5.歴史上の人物 (0件)

6.母親 (199件)

7.父親 (39件)

8.母親、父親以外の

家族、親戚 (28件)

9.その他 (3件)

不明・無回答 (1件)

(％)(N=310)

0.0

0.0

16.0

8.5

10.6

0.0

61.7

9.6

6.4

2.1

1.1

46.3

49.7

9.5

4.1

0.0

59.9

9.5

8.2

0.7

0.0

14.5

23.2

14.5

8.7

42.0

0.0

76.8

5.8

45.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

友人・同僚

学校・職場の
先輩、上司

日頃、身近に
接する社会人

芸能人や著名人

歴史上の人物

母親

父親

母親、父親以外の
家族、親戚

その他

不明・無回答

(％)

20～22歳 (69件)

23～25歳 (94件)

26～29歳(147件)
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（９）男性にとって、配偶者に望む働き方の理想と現実（男性のみ）

配偶者の理想の働き方では、「結婚、子どもの有無にかかわらず、仕事を続ける」が 26.8％と最も多

く、「育児等で一時的に仕事をやめるが、その後はパートタイムで仕事を続ける」が 25.9％、「子ども

ができるまで仕事をもち、子どもができたら家事や子育てに専念する」が 19.3％、「育児等で一時仕事

をやめるが、その後はフルタイムで仕事を続ける」が 13.3％とこれに次いでいる。

他方、配偶者の現実の働き方では、「育児等で一時的に仕事をやめるが、その後はパートタイムで仕事

を続ける」が 39.0％と最も多く、「結婚、子どもの有無にかかわらず、仕事を続ける」が 17.6％、「育

児等で一時仕事をやめるが、その後はフルタイムで仕事を続ける」が 10.1％とこれに次いでいる。

（１０）配偶者に仕事を続けてほしい理由（男性のみ）

「自分だけの収入だけでは、経済的に苦しいから」が 38.6％と最も多く、「好きな仕事をずっと続け

てほしいから」が 24.7％、「家事や子育てだけでは、ストレスがたまると思うから」が 15.9％とこれに

次いでいる。

26.8

13.3

19.3

6.0

39.0

1.7

8.1

12.8

0.4

3.2

5.1

25.9

2.1

8.6

10.1

17.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.結婚、子どもの有無に (125件)

かかわらず、仕事を続ける (82件)

2.育児等で一時仕事をやめるが、 (62件)

その後はフルタイムで仕事を (47件)

続ける

3.育児等で一時仕事をやめるが、 (121件)

その後はパートタイムで仕事を (182件)

続ける

4.子どもができるまで仕事を (90件)

持ち、子どもができたら家事や (40件)

子育てに専念する

5.結婚するまで仕事をもち、(28件)

結婚後は家事に専念する (10件)

6.仕事を持たない (2件)

(8件)

7.その他 (24件)

(38件)

不明・無回答 (15件)

(60件)

(％)

(1)理想

(2)現実

(N=467)

24.7

38.6

13.0

15.9

0.0

2.6

5.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.好きな仕事をずっと

続けてほしいから (76件)

2.自分だけの収入だけでは、

経済的に苦しいから (119件)

3.社会との関わりを

持ち続けてほしいから (40件)

4.家事や子育てだけでは、

ストレスがたまると思うから (49件)

5.世間の目が気になるから (0件)

6.その他 (8件)

不明・無回答 (16件)

(％)(N=308)
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２．結婚・子育てについて

（１）結婚後の男女の役割分担

「夫と妻が共同で家計を支え、共同で家事・育児などを分担する」が 60.1％と最も多く、「夫と妻が

共同で家計を支え、主に妻が家事・育児などを分担する」が 15.9％、「夫が家計を支え、妻が家事・育

児などに専念する」が 13.6％とこれに次いでいる。

これを性別で見ると、男性では女性に比べ「夫が家計を支え、妻が家事・育児などに専念する」が 1.8

ポイント多いのに対し、「夫と妻が共同で家計を支え、主に妻が家事・育児などを分担する」が 6.1 ポイ

ント、「夫と妻が共同で家計を支え、共同で家事・育児などを分担する」が 3.2 ポイント少なくなってい

る。

13.6

0.2

15.9

0.4

60.1

3.6

4.6

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.夫が家計を支え、

妻が家事・育児などに専念する (147件)

2.妻が家計を支え、

夫が家事・育児などに専念する (2件)

3.夫と妻が共同で家計を支え、

主に妻が家事・育児などを分担する (172件)

4.夫と妻が共同で家計を支え、

主に夫が家事・育児などを分担する (4件)

5.夫と妻が共同で家計を支え、

共同で家事・育児などを分担する (651件)

6.その他 (39件)

7.わからない (50件)

不明・無回答 (19件)

(％)(N=1084)

61.4

14.6

0.4

58.2

1.5

0.3

2.1

0.0

12.8

18.5

2.9

1.9

12.4

5.6

6.9

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

夫が家計を支え、

妻が家事・育児などに専念する

妻が家計を支え、

夫が家事・育児などに専念する

夫と妻が共同で家計を支え、

主に妻が家事・育児などを分担する

夫と妻が共同で家計を支え、

主に夫が家事・育児などを分担する

夫と妻が共同で家計を支え、

共同で家事・育児などを分担する

その他

わからない

不明・無回答

(％)

女(617件)

男(467件)
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（２）結婚および子どもについての考え方

「結婚をし、子どももほしい」が 83.1％と大半を占めている。

これを性別で見ると、女性は男性に比べ「結婚をし、子どももほしい」が 10.9 ポイント多くなってい

る。

（３）希望する結婚年齢

「26 歳から 29 歳まで」が 48.8％と最も多く、「25 歳まで」が 21.8％、「30 歳から 34 歳まで」

が 21.5％とこれに次いでおり、概ね 34 歳までに結婚したいと考えられている。

これを性別で見ると、女性では男性に比べ「25 歳まで」が 12.8 ポイント、「26 歳から 29 歳まで」

が 10.2 ポイント多く、逆に「30 歳から 34 歳まで」が 17.1 ポイント少なくなっており、女性の方が男

性よりも結婚希望年齢が若い傾向にある。

83.1

3.8

3.2

3.0

0.6

4.7

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.結婚をし、

子どももほしい (901件)

2.結婚はするが、

子どもは持たなくてもよい (41件)

3.結婚はしなくてもよい (35件)

4.結婚はしなくてもよいが、

子どもはほしい (32件)

5.その他 (6件)

6.わからない (51件)

不明・無回答 (18件)

(％)(N=1084)

87.8

3.7

1.6

2.4

0.6

2.1

1.6

76.9

3.9

0.4

3.6

1.7

8.1

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

結婚をし、

子どももほしい

結婚はするが、

子どもは持たなくてもよい

結婚はしなくてもよい

結婚はしなくてもよいが、

子どもがほしい

その他

わからない

不明・無回答

(％)

女(617件)

男(467件)

21.8

48.8

21.5

1.4

0.0

3.0

1.0

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.２５歳まで (205件)

2.２６歳から２９歳まで
(460件)

3.３０歳から３４歳まで

(203件)

4.３５歳から３９歳まで

(13件)

5.４０歳以上 (0件)

6.こだわらない (28件)

7.わからない (9件)

不明・無回答 (24件)

(％)(N=942)
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（４）子どもの人数の理想と現実

理想の子どもの数については、「2 人」が 50.2％と最も多く、「3 人」が 31.6％とこれに次いでいる。

他方、現実の子どもの数については、「2 人」が 58.1％と最も多く、「1 人」が 13.8％とこれに次いで

いる。

理想の子どもの数と現実の子どもの数を比較すると、理想の子どもの数を「１人」とする回答者の 75.0

％が現実の子どもの数と一致し、理想の子どもの数を「２人」とする回答者の 66.2％が現実の子どもの

数と一致している。他方、理想の子どもの数を「３人」「４人」としながらも、現実には「２人」を選択

する回答者が多くなっており、理想より現実の方が子どもの数が少なくなる傾向にある。

１
人

２
人

３
人

４
人
以
上

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

合

計

問16 12 0 0 0 2 2 16

付問２ 75.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 100.0

93 310 4 0 43 18 468

19.9 66.2 0.9 0.0 9.2 3.8 100.0

17 201 53 0 16 8 295

5.8 68.1 18.0 0.0 5.4 2.7 100.0

7.0 27.0 22.0 2.0 2.0 0.0 60.0

11.7 45.0 36.7 3.3 3.3 0.0 100.0

0 4 0 0 4 2 10

0.0 40.0 0.0 0.0 40.0 20.0 100.0

0 0 0 0 0 84 84

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

129 542 79 2 67 114 933

13.8 58.1 8.5 0.2 7.2 12.2 100.0

子
ど
も
希
望
人
数

<

理
想

>

４人以上

問16 付問３ 子どもの希望人数＜現実＞

１人

２人

３人

わからない

不明・無回答

合 計

0.0

14.1

42.7

0.0

1.6

1.6

0.4

52.9

26.9

14.7

0.4

3.2

31.8

6.9

1.9

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

２５歳まで

２６歳から２９歳まで

３０歳から３４歳まで

３５歳から３９歳まで

４０歳以上

こだわらない

わからない

不明・無回答

(％)

女(565件)

男(377件)

1.7

50.2

1.1

13.8

58.1

0.2

7.2

12.2

6.4

9.0

31.6

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.１人 (16件)

(129件)

2.２人 (468件)

(542件)

3.３人 (295件)

(79件)

4.４人以上 (60件)

(2件)

5.わからない (10件)

(67件)

不明・無回答 (84件)

(114件)

(％)

理想

現実

(N=933)
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（５）子育てのイメージ

「いきがいになる」が 55.0％と最も多く、「自分も成長できる」が 49.6％、「毎日の生活が楽しい」

が 42.9％、「経済的に負担が増える」が 42.8％とこれに次いでいる。子育てをマイナスイメージで捉え

るよりもプラスイメージで捉える傾向の方が強い。

これを性別で見ると、男性では女性に比べ「毎日の生活が楽しい」が 8.1 ポイント、「いきがいになる」

が 9.9 ポイント多く、また「経済的負担が増える」が 10.6 ポイント多くなっている。

他方、女性では男性に比べ「自分も成長できる」が 15.3 ポイント多く、また「自分の自由な時間が制

約される、忙しい」が 13.8 ポイント、「身体的・精神的負担が増える」が 8.0 ポイント多くなっている。

42.9

55.0

49.6

20.1

37.6

42.8

16.3

4.7

1.8

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.毎日の生活が楽しい (465件)

2.いきがいになる (596件)

3.自分も成長できる (538件)

4.夫婦の愛情が深まる (218件)

5.自分の自由な時間が

制約される、忙しい (408件)

6.経済的負担が増える (464件)

7.身体的・精神的負担が増える (177件)

8.仕事が十分にできない (51件)

9.その他 (20件)

不明・無回答 (27件)

(％)(N=1084)

39.4

50.7

20.9

0.3

2.6

60.6

40.9

11.8

2.1

3.9

2.4

43.6

38.2

6.6

19.8

56.2

29.8

19.1

47.5

48.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

毎日の生活が楽しい

いきがいになる

自分も成長できる

夫婦の愛情が深まる

自分の自由な時間が

制約される、忙しい

経済的負担が増える

身体的・精神的負担

が増える

仕事が十分にできない

その他

不明・無回答

(％)

女
(617件)

男
(467件)
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３．将来の生活の不安

（１）将来の生活についての不安の有無

「ある」が 49.2％と最も多く、「大いにある」が 28.4％、「あまりない」が 17.8％とこれに次いで

おり、8 割近くがなんらかの不安を抱えている。

（２）将来の生活についての不安の内容

「生計」が 72.1％と最も多く、「老後生活」が 37.7％、「結婚」が 30.8％、「子育て」が 26.2％

とこれに次いでいる。

28.4

49.2

17.8

2.2

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.大いにある

(308件)

2.ある (533件)

3.あまりない

(193件)

4.ほとんどない

(24件)

不明・無回答 (26件)

(％)(N=1084)

72.1

30.8

26.2

17.1

19.9

37.7

17.1

8.8

4.0

5.9

4.3

3.6

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.生計 (606件)

2.結婚 (259件)

3.子育て (220件)

4.介護 (144件)

5.健康維持 (167件)

6.老後生活 (317件)

7.進学・就職 (144件)

8.家族関係 (74件)

9.友人関係 (34件)

10.恋愛関係 (50件)

11.夫婦生活 (36件)

12.その他 (30件)

不明・無回答 (0件)

(％)(N=841)
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４．男女共同参画についての学習

（１）小・中・高等学校における男女共同参画についての学習経験

「学んだことがある」が 65.7％を占めており、他方「学んだことはない」は 7.1％となっている。

（２）小・中・高等学校における男女共同参画についての学習の理解度

「ある程度理解できた」が 62.8％と最も多く、「理解できた」が 21.3％と次いでおり、双方合わせて

8 割以上が男女共同参画の内容を理解できている。

５．テレビドラマ、ゲーム等について

（１）テレビドラマ、ゲーム等の登場人物に関する男女の視点での認識

テレビドラマ・映画では「男性・女性ともに活躍するものが多いと思う」が 54.1％を占めている。ま

た、まんが・アニメでは「男性・女性ともに活躍するものが多いと思う」が 45.3％と最も多いものの「男

性の登場人物が活躍するものが多いと思う」も 30.2％を占めている。他方、ゲームでは「男性の登場人

物が活躍するものが多いと思う」が 50.8％を占めている。

0 10 20 30 40 50 60

1.女性の登場人物が活躍

するものが多いと思う

2.男性の登場人物が活躍
するものが多いと思う

3.男性・女性ともに活躍

するものが多いと思う

4.わからない

不明・無回答

(N=1084)

19.0

17.4

54.1

6.5

3.0

0 10 20 30 40 50 60

(206件)

(189件)

(586件)

(71件)

(32件)

(％)

《テレビドラマ・映画》

9.5

30.2

45.3

11.7

3.3

0 10 20 30 40 50 60

(103件)

(327件)

(491件)

(127件)

(36件)

(％)

《まんが・アニメ》

2.3

50.8

14.5

29.2

3.1

0 10 20 30 40 50 60

(25件)

(551件)

(157件)

(317件)

(34件)

(％)

《ゲーム》

65.7

7.1

23.7

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.学んだことがある

(712件)

2.学んだことはない

(77件)

3.わからない

(257件)

不明・無回答

(38件)

(％)(N=1084)

21.3

62.8

9.6

2.1

3.9

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.理解できた (152件)

2.ある程度理解できた

(447件)

3.あまり理解できなかった

(68件)

4.理解できなかった

(15件)

5.わからない (28件)

不明・無回答 (2件)

(％)(N=712)



13

６．デートＤＶについて

（１）デートＤＶの経験

「自分が経験したことも、見聞きしたこともない」が 53.0％と最も多く、「自分が経験したことはな

いが、見聞きしたことはある」が 36.2％とこれに次いでいる。他方、被害者側、加害者側のいずれかで

経験したことのあるのは 8.1％となっている。

これを性別で見ると、女性で「自分がデートＤＶをされる側として経験したことがある」が 10.0％と

なっている。

（２）交際相手からの行為で、デートＤＶにあたると思うもの

「たたく、ける、髪を引っ張る、物を投げつける」が 88.5％と最も多く、「殴るふりや刃物でおどす」

が 85.1％、「嫌がっているのにセックスを強要したり、ポルノ雑誌やビデオを見せる」が 75.8％とこれ

に次いでいる。

一方、「デートの費用をいつも払わせる。お金を貸しても返さない」「相手が何を言っても無視し続け

る」「携帯電話やメールを勝手に見たり、友人との交遊を制限したりする」は、デートＤＶに当たると考

える割合が 50％に満たない。

1.1

7.0

36.2

53.0

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.自分がデートＤＶをする側
として経験したことがある (12件)

2.自分がデートＤＶをされる側

として経験したことがある (76件)

3.自分が経験したことはないが、
見聞きしたことはある (392件)

4.自分が経験したことも、

見聞きしたこともない (575件)

不明・無回答 (29件)

(％)(N=1084)

1.8

0.9

3.0

3.9

48.3

10.0

1.3

38.6

33.0

59.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自分がデートＤＶをする側

として経験したことがある

自分がデートＤＶをされる側

として経験したことがある

自分が経験したことはないが、

見聞きしたことはある

自分が経験したことも、
見聞きしたこともない

不明・無回答

(％)

女(617件)

男(467件)

88.5

85.1

57.9

75.8

49.1

63.7

62.9

44.2

59.0

48.0

6.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.たたく、ける、髪を引っ張る、

物を投げつける (959件)

2.殴るふりや刃物などでおどす (923件)

3.腹を立てた時、相手の目の前で物を

たたいたり、壊したりする (628件)

4.嫌がっているのにセックスを強要したり、

ポルノ雑誌やビデオを見せる (822件)

5.携帯電話やメールを勝手に見たり、

友人との交遊を制限したりする (532件)

6.人の前でばかにしたり、

傷つく言葉を言う (691件)

7.大声でどなる (682件)

8.デートの費用をいつも払わせる。

お金を貸しても返さない (479件)

9.「別れたら死ぬ」などのような

脅迫めいたことを言う (640件)

10.相手が何を言っても無視し続ける

(520件)

不明・無回答 (69件)

(％)(N=1084)
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（３）デートＤＶを受けた際の相談の有無

「相談しようと思わなかった」が 48.3％と最も多く、「相談した」が 37.5％とこれに次いでいる。他

方、「相談しようと思ったが、できなかった」が 12.6％を占めている。

これを性別でみると、男性では女性に比べ「相談した」が 11.4 ポイント、「相談しようと思ったが、

できなかった」が 16.4 ポイント多くなっている。

（４）デートＤＶを受けた際の相談の相手先

「友人・知人」が 94.1％と最も多く、「家族・親戚」が 22.8％とこれに次いでいる。他方、「児童・

民生委員」、「人権擁護委員」、「家庭裁判所・弁護士」を相談相手とした回答者はいない。

これを性別で見ると、男性では全ての回答者が「友人・知人」を相談相手としている。また、女性では

「友人・知人」が 9 割以上を占める他、わずかではあるが「警察」、「国・県・市町村の相談窓口」、「医

師・カウンセラー」といった外部機関も活用されている。

37.5

12.6

48.3

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.相談した (101件)

2.相談しようと思ったが、

できなかった (34件)

3.相談しようと

思わなかった (130件)

不明・無回答 (4件)

(％)(N=269)

30.2

2.1

2.3

18.5

41.6

37.6

67.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

相談した

相談しようと思ったが、
できなかった

相談しようと思わなかった

不明・無回答

(％)

女(173件)

男 (96件)

22.8

94.1

5.9

2.0

0.0

0.0

5.9

0.0

4.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.家族・親戚 (23件)

2.友人・知人 (95件)

3.警察 (6件)

4.国・県・市町の

相談窓口 (2件)

5.児童・民生委員 (0件)

6.人権擁護委員 (0件)

7.医師・カウンセラー

(6件)

8.家庭裁判所・弁護士

(0件)

9.その他 (4件)

不明・無回答 (0件)

(％)(N=101)
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７．男女共同参画意識について

（１）「男は仕事をし、女は家庭を守るべき」という考え方について

「同感する」および「どちらかといえば同感する方である」を合わせると『同感する』が 36.4％を占

めている。他方、「同感しない」および「どちらかといえば同感しない方である」を合わせると『同感し

ない』が 54.5％を占めており、『同感しない』が『同感する』を 18.1 ポイント上回っている。

これを性別で見ると、男性では『同感しない』が『同感する』を 6.6 ポイント、女性では『同感しない』

が『同感する』を 26.7 ポイント、それぞれ上回っており、女性が男性に比べ『同感しない』の割合が高

くなっている。

年齢別で見ると、「20～22 歳」では『同感しない』が『同感する』を 28.0 ポイント、「23～25 歳」

では『同感しない』が『同感する』を 20.5 ポイント、「26～29 歳」では『同感しない』が『同感する』

を 12.2 ポイント、それぞれ上回っており、若い年齢層ほど『同感しない』の割合が高くなっている。

29.2

2.8

0.0

0.0

5.6

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

91.7

8.3

8.3

0.0

0.0

6.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

家族・親戚

友人・知人

警察

国・県・市町の相談窓口

児童・民生委員

人権擁護委員

医師・カウンセラー

家庭裁判所・弁護士

その他

不明・無回答

(％)

女
(72件)

男
(29件)

4.7

31.7

23.5

31.0

6.3

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.同感する (51件)

2.どちらかといえば

同感する方である (344件)

3.どちらかといえば

同感しない方である (255件)

4.同感しない (336件)

5.わからない (68件)

不明・無回答 (30件)

(％)(N=1084)

40.9

47.5

1.0

59.8

33.1

6.2

6.4

5.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

同感する・どちらかとい

えば同感する方である

どちらかといえば同感し
ない方である・同感しない

わからない

不明・無回答

(％)

女(617件)

男(467件)
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（２）「男は仕事をし、女は家庭を守るべき」という考え方に同感する理由

「子どもの成長にとって良いと思うから」が 28.6％と最も多く、「役割分担した方が効率が良いと思

うから」が 23.5％、「自分の家庭がそうだったから」が 14.7％とこれに次いでいる。

これを年齢別で見ると、「23～25 歳」では他の年齢層に比べ「役割分担した方が効率が良いと思うか

ら」（29.7％）、「子どもの成長にとって良いと思うから」（33.1％）の割合が高くなっている。他方、

「20～22 歳」では他の年齢層に比べ「自分の家庭がそうだったから」（24.3％）の割合が高くなって

いる。

35.0

55.5

6.5

3.0

39.7

51.9

5.7

2.7

1.8

59.5

31.5

7.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

同感する・どちらかとい

えば同感する方である

どちらかといえば同感し

ない方である・同感しない

わからない

不明・無回答

(％)

20～22歳(222件)

23～25歳(337件)

26～29歳(522件)

7.6

23.5

28.6

14.7

2.5

11.4

7.1

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.日本の伝統・美徳だと

思うから (30件)

2.役割分担した方が効率が

良いと思うから (93件)

3.子どもの成長にとって

良いと思うから (113件)

4.自分の家庭が

そうだったから (58件)

5.自分の家庭が

そうではなかったから (10件)

6.理由を考えたことはない

(45件)

7.その他 (28件)

不明・無回答 (18件)

(％)(N=395)

2.9

8.5

29.7

33.1

11.9

1.7

8.5

5.1

1.7

7.7

21.3

29.5

13.0

2.9

12.1

7.7

5.8

24.3

14.3

20.0

5.7

18.6

8.6

5.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

日本の伝統・美徳だと

思うから

役割分担した方が

効率が良いと思うから

子どもの成長に

とって良いと思うから

自分の家庭が

そうだったから

自分の家庭が

そうではなかったから

理由を考えたことはない

その他

不明・無回答

(％)

20～22歳(70件)

23～25歳(118件)

26～29歳(207件)
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（３）「子どもが小さい時は、保育園などに子どもを預けず、母親が面倒をみるべきだ」という考

え方について

「同感する」および「どちらかといえば同感する方である」を合わせると『同感する』が 28.6％を占

めている。他方、「同感しない」および「どちらかといえば同感しない方である」を合わせると『同感し

ない』が 59.9％を占めており、『同感しない』が『同感する』を 31.3 ポイント上回っている。

これを性別で見ると、女性では『同感しない』が『同感する』を 23.6 ポイント、男性では『同感しな

い』が『同感する』を 41.4 ポイントそれぞれ上回っており、男性が女性に比べ『同感しない』の割合が

高くなっている。

（４）「子どもが小さい時は、保育園などに子どもを預けず、母親が面倒をみるべきだ」という考

え方に同感する理由

「子どもの幼少期は母親の愛情が必要だから」が 70.0％と最も多く、「自分の母親がそうだったから」

が 16.1％とこれに次いでいる。

これを性別で見ると、女性では男性に比べ「子どもの幼少期は母親の愛情が必要だから」11.3 ポイン

ト、「自分の母親がそうだったから」が 0.5 ポイント多くなっている。他方、男性では女性に比べ「自分

の母親がそうではなかったから」および「保育園などに預けない方が経済的負担は少ないから」がそれぞ

れ 3.0 ポイント多くなっている。

6.1

22.5

27.6

32.3

7.7

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.同感する (66件)

2.どちらかといえば
同感する方である (244件)

3.どちらかといえば

同感しない方である (299件)

4.同感しない (350件)

5.わからない (83件)

不明・無回答 (42件)

(％)(N=1084)

21.6

63.0

1.6

57.5

33.9

7.0

8.6

6.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

同感する・どちらかとい

えば同感する方である

どちらかといえば同感し

ない方である・同感しない

わからない

不明・無回答

(％)

女(617件)

男(467件)

16.1

1.9

1.9

70.0

1.9

8.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.自分の母親が

そうだったから (50件)

2.自分の母親が

そうではなかったから (6件)

3.保育園などに預けない方が、

経済的負担は少ないから (6件)

4.子どもの幼少期は

母親の愛情が必要だから (217件)

5.理由を考えたことはない (6件)

6.その他 (25件)

不明・無回答 (0件)

(％)(N=310)
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（５）「父親は、母親と役割分担して、家事・育児に積極的に参画すべきだ」という考え方につい

て

「同感する」および「どちらかといえば同感する方である」を合わせると『同感する』が 86.5％を占

めている。他方、「同感しない」および「どちらかといえば同感しない方である」を合わせると『同感し

ない』が 5.2％となっており、『同感する』が『同感しない』を 81.3 ポイント上回っている。

これを性別で見ると、男性では『同感する』が『同感しない』を 70.4 ポイント、女性では『同感する』

が『同感しない』を 89.4 ポイントそれぞれ上回っており、女性が男性に比べ『同感する』割合が高くな

っている。

16.3

1.0

1.0

73.7

0.0

8.1

0.0

15.8

4.0

5.9

4.0

7.9

0.0

62.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自分の母親が

そうだったから

自分の母親が

そうではなかったから

保育園などに預けない方が、

経済的負担は少ないから

子どもの幼少期は

母親の愛情が必要だから

理由を考えたことはない

その他

不明・無回答

(％)

女(209件)

男(101件)

54.3

32.2

3.2

2.0

4.9

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.同感する (589件)

2.どちらかといえば
同感する方である (349件)

3.どちらかといえば

同感しない方である (35件)

4.同感しない (22件)

5.わからない (53件)

不明・無回答 (36件)

(％)(N=1084)

79.0

8.6

1.6

2.8

92.2

3.4

6.9

5.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

同感する・どちらかとい

えば同感する方である

どちらかといえば同感し

ない方である・同感しない

わからない

不明・無回答

(％)

女(617件)

男(467件)
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（６）「父親は、母親と役割分担して、家事・育児に積極的に参画すべきだ」という考え方に同感

する理由

「家事・育児は夫婦が協力して行うべきものだから」が 48.0％と最も多く、「母親だけでは家事・育

児は大変だから」が 19.8％、「父親にしかできない子育ての役割があるから」が 12.3％とこれに次いで

いる。

これを性別で見ると、女性は男性に比べ「家事・育児は夫婦が協力して行うべきものだから」が 9.0 ポ

イント、「父親にしかできない子育ての役割があるから」が 4.6 ポイント、「自分の父親は家事・育児に

積極的に参画していたから」が 1.6 ポイント多くなっている。他方、男性は女性に比べ「母親だけでは家

事・育児は大変だから」が 7.1 ポイント多くなっている。

5.5

4.8

48.0

19.8

12.3

0.6

3.6

3.7

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.自分の父親は家事・育児に
積極的に参画していたから (52件)

2.自分の父親は家事・育児に

参画していなかったから (45件)

3.家事・育児は夫婦が協力して

行うべきものだから (450件)

4.母親だけでは家事・育児は
大変だから (186件)

5.父親にしかできない

子育ての役割があるから (115件)

6.イクメンブームだから (6件)

7.理由を考えたことはない (34件)

8.その他 (35件)

不明・無回答 (15件)

(％)(N=938)

6.2

4.9

51.5

17.0

14.1

0.4

0.7

3.7

1.6

4.6

4.6

9.5

3.8

42.5

1.1

8.1

1.6

24.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自分の父親は家事・育児に

積極的に参画していたから

自分の父親は家事・育児に

参画していなかったから

家事・育児は夫婦が協力

して行うべきものだから

母親だけでは

家事・育児は大変だから

父親にしかできない

子育ての役割があるから

イクメンブームだから

理由を考えたことはない

その他

不明・無回答

(％)

女(569件)

男(369件)
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（７）家庭や社会における「男女共同参画意識」の浸透度合いの認識

「十分浸透している」および「やや浸透している」を合わせると『浸透している』が 40.9％を占めて

いる。他方、「どちらかというと浸透していない」および「全く浸透していない」を合わせると『浸透し

ていない』が 43.1％を占めており、『浸透していない』が『浸透している』を 2.2 ポイント上回ってい

る。

また、年齢別で見ると、「20 歳～22 歳」では他の年齢層に比べて『浸透している』の割合が相対的に

高くなっている。

3.6

37.3

37.5

5.6

14.8

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.十分浸透している (39件)

2.やや浸透している (404件)

3.どちらかというと

浸透していない (407件)

4.全く浸透していない (61件)

5.わからない (160件)

不明・無回答 (13件)

(％)(N=1084)

42.4

45.7

11.9

0.0

36.4

47.1

14.2

2.3

0.5

30.2

49.5

19.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

十分浸透している・

やや浸透している

どちらかというと浸透してい

ない・全く浸透していない

わからない

不明・無回答

(％)

20～22歳(222件)

23～25歳(337件)

26～29歳(522件)



21

８．手本となる人物の有無による意識の違い

（１）手本となる人物の有無 × 自身の働き方の現実（女性のみ）

「結婚、子どもの有無にかかわらず、仕事を続ける」は、仕事と家庭を両立し、社会で活躍するための

お手本とする人物が「いる」とする回答者で 33.5％となっており、手本とする人物が「いない」とする

回答者の 18.2％を 15.3 ポイント上回っている。

他方、「子どもができるまで仕事を持ち、子どもができたら家事や子育てに専念する」は、お手本とす

る人物が「いない」とする回答者で 16.7％となっており、手本とする人物が「いる」とする回答者の 3.5

％を 13.2 ポイント上回っている。

（２）手本となる人物の有無 × 結婚後の男女の役割分担（女性のみ）

「夫と妻が共同で家計を支え、共同で家事・育児などを分担する」は、仕事と家庭を両立し、社会で活

躍するためのお手本とする人物が「いる」とする回答者で 68.4％となっており、手本とする人物が「い

ない」とする回答者の 48.5％を 19.9 ポイント上回っている。

他方、「夫が家計を支え、妻が家事・育児などに専念する」は、お手本とする人物が「いない」とする

回答者で 20.5％となっており、手本とする人物が「いる」とする回答者の 9.4％を 11.1 ポイント上回っ

ている。

33.5

15.2

0.6

18.2

9.8

16.7

3.0

1.5

7.6

1.5

2.6

3.2

38.7

2.6

3.5

41.7

0 10 20 30 40 50 60

結婚、子どもの有無に
かかわらず、仕事を続ける

育児等で一時仕事をやめるが、
その後はフルタイムで仕事を続ける

育児等で一時仕事をやめるが、
その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができるまで仕事を持ち、
子どもができたら家事や子育てに専念する

結婚するまで仕事をもち、
結婚後は家事に専念する

仕事を持たない

その他

不明・無回答

(％)

いる (310件)

いない(132件)

0.0

68.4

20.5

0.0

1.5

7.6

3.8

9.4

0.0

0.6

16.8

2.3

2.6

0.0

48.5

18.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

夫が家計を支え、

妻が家事・育児などに専念する

妻が家計を支え、
夫が家事・育児などに専念する

夫と妻が共同で家計を支え、

主に妻が家事・育児などを分担する

夫と妻が共同で家計を支え、

主に夫が家事・育児などを分担する

夫と妻が共同で家計を支え、

共同で家事・育児などを分担する

その他

わからない

不明・無回答

(％)

いる (310件)

いない(132件)
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（３）手本となる人物の有無 × 「男は仕事をし、女は家庭を守るべき」という考え方（女性のみ）

「男は仕事をし、女は家庭を守るべき」という考え方に『同感しない』は、仕事と家庭を両立し、社会

で活躍するためのお手本とする人物が「いる」とする回答者で 66.1％となっており、手本とする人物が

「いない」とする回答者の 50.0％を 16.1 ポイント上回っている。

（４）手本となる人物の有無 × 「保育園などに子どもを預けず、母親が面倒をみるべきだ」と

いう考え方（女性のみ）

「保育園などに子どもを預けず、母親が面倒をみるべきだ」という考え方に『同感しない』は、仕事と

家庭を両立し、社会で活躍するためのお手本とする人物が「いる」とする回答者で 63.9％となっており、

手本とする人物が「いない」とする回答者の 47.7％を 16.2 ポイント上回っている。

（５）手本となる人物の有無 × 「父親は、母親と役割分担して、家庭・育児に積極的に参画す

べきだ」という考え方（女性のみ）

「父親は、母親と役割分担して、家庭・育児に積極的に参画すべきだ」という考え方に『同感する』は、

仕事と家庭を両立し、社会で活躍するためのお手本とする人物が「いる」とする回答者で 97.1％となっ

ており、手本とする人物が「いない」とする回答者の 85.6％を 11.5 ポイント上回っている。

27.7

66.1

46.2

50.0

0.0

5.5

0.6

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70

同感する・
どちらかといえば

同感する方である

どちらかといえば

同感しない方である

・同感しない

わからない

不明・無回答

(％)

いる (310件)

いない(132件)

31.0

63.9

45.5

47.7

1.5

1.3

3.9

5.3

0 10 20 30 40 50 60 70

同感する・
どちらかといえば

同感する方である

どちらかといえば

同感しない方である
・同感しない

わからない

不明・無回答

(％)

いる (310件)

いない(132件)

97.1

1.0

85.6

6.1

1.5

0.6

1.3

6.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

同感する・

どちらかといえば

同感する方である

どちらかといえば

同感しない方である

・同感しない

わからない

不明・無回答

(％)

いる (310件)

いない(132件)
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９．将来の生活の不安の有無による意識の違い

（１）将来の生活の不安 × 配偶者の働き方の理想（男性のみ）

「育児等で一時仕事をやめるが、その後はパートタイムで仕事を続ける」は、将来の生活の不安につい

て「大いにある・ある」とする回答者で 27.9％となっており、「あまりない・ほとんどない」の 18.9％

を 9.0 ポイント上回っている。

他方、「結婚、子どもの有無にかかわらず、仕事を続ける」は、将来の生活の不安について「あまりな

い・ほとんどない」とする回答者で 37.8％となっており、「大いにある・ある」とする回答者の 24.8％

を 13.0 ポイント上回っている。

（２）将来の生活の不安 × 配偶者に仕事を継続してほしい理由（男性のみ）

「自分だけの収入だけでは、経済的に苦しいから」は、将来の生活の不安について「大いにある・ある」

で 39.2％となっており、「あまりない・ほとんどない」とする回答者の 25.8％を 13.4 ポイント上回っ

ている。

他方、「好きな仕事をずっと続けてほしいから」は、将来の生活の不安について「あまりない・ほとん

どない」とする回答者で 33.9％となっており、「大いにある・ある」の 23.7％を 10.2 ポイント上回っ

ている。

24.8

12.0

6.7

37.8

12.2

20.0

4.4

0.0

2.2

4.4

19.5

0.6

27.9

6.1

2.5

18.9

0 10 20 30 40 50

結婚、子どもの有無に

かかわらず、仕事を続ける

育児等で一時仕事をやめるが、

その後はフルタイムで仕事を続ける

育児等で一時仕事をやめるが、

その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができるまで仕事を持ち、

子どもができたら家事や子育てに専念する

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は家事に専念する

仕事を持たない

その他

不明・無回答

(％)

大いにある・ある (359件)

あまりない・ほとんどない
(90件)

23.7

39.2

0.0

33.9

25.8

11.3

0.0

3.2

6.5

17.2

2.6

12.1

5.2

19.4

0 10 20 30 40 50

好きな仕事をずっと
続けてほしいから

自分だけの収入だけでは、
経済的に苦しいから

社会との関わりを

持ち続けてほしいから

家事や子育てだけでは、

ストレスがたまると思うから

世間の目が気になるから

その他

不明・無回答

(％)

大いにある・ある (232件)

あまりない・ほとんどない
(62件)
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１０．男女共同参画についての学びの有無・理解度による意識の違い

（１）男女共同参画についての学びの有無 × 自身の働き方の現実（女性のみ）

現実の自身の働き方について、「学んだことがある」とする回答者で「結婚、子どもの有無にかかわら

ず、仕事を続ける」が 30.3％となっており、「学んだことはない」とする回答者の 9.7％を 20.6 ポイン

ト上回っている。

（２）男女共同参画についての学びの有無 × 配偶者の働き方の現実（男性のみ）

現実の配偶者の働き方について、「学んだことがある」とする回答者で「育児等で一時仕事をやめるが、

その後はパートタイムで仕事を続ける」が 42.3％となっており、「学んだことはない」とする回答者の

21.7％を 20.6 ポイント上回っている。

また、「学んだことがある」とする回答者で「結婚、子どもの有無にかかわらず、仕事を続ける」が 20.1

％となっており、「学んだことはない」とする回答者の 6.5％を 13.6 ポイント上回っている。

30.3

13.1

38.4

5.7

1.4

2.4

4.8

3.8

9.7

12.9

6.5

0.0

6.5

22.6

0.0

41.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

結婚、子どもの有無に

かかわらず、仕事を続ける

育児等で一時仕事をやめるが、

その後はフルタイムで仕事を続ける

育児等で一時仕事をやめるが、

その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができるまで仕事を持ち、

子どもができたら家事や子育てに専念する

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は家事に専念する

仕事を持たない

その他

不明・無回答

(％)

学んだことがある
（419件）

学んだことはない
（31件）

20.1

13.3

42.3

6.1

2.0

1.4

3.4

11.3

6.5

8.7

13.0

8.7

4.3

21.7

15.2

21.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

結婚、子どもの有無に

かかわらず、仕事を続ける

育児等で一時仕事をやめるが、

その後はフルタイムで仕事を続ける

育児等で一時仕事をやめるが、

その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができるまで仕事を持ち、

子どもができたら家事や子育てに専念する

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は家事に専念する

仕事を持たない

その他

不明・無回答

(％)

学んだことがある
（293件）

学んだことはない
（46件）



25

（３）男女共同参画についての学びの有無 × 「男は仕事をし、女は家庭を守るべき」という考

え方

「男は仕事をし、女は家庭を守るべき」という考え方に対して『同感しない』は男女共同参画について

「学んだことがある」とする回答者と「学んだことはない」とする回答者とで差異はない。しかし、『同

感する』は、男女共同参画について「学んだことがある」とする回答者で 36.1％となっており、「学ん

だことはない」とする回答者の 28.6％を 7.5 ポイント上回っている。

（４）男女共同参画についての学びの有無 × 「子どもが小さい時は、保育園などに子どもを預

けず、母親が面倒をみるべきだ」という考え方

「子どもが小さい時は、保育園などに子どもを預けず、母親が面倒をみるべきだ」という考え方に対し

て『同感する』は、男女共同参画について「学んだことがある」とする回答者で 30.6％となっており、

「学んだことはない」とする回答者の 24.7％を 5.9 ポイント上回っている。

（５）男女共同参画についての学びの有無 × 「父親は、母親と役割分担して、家庭・育児に積

極的に参画すべきだ」という考え方

「父親は、母親と役割分担して、家庭・育児に積極的に参画すべきだ」という考え方に対して『同感す

る』は、男女共同参画について「学んだことがある」とする回答者で 88.5％となっており、「学んだこ

とはない」とする回答者の 79.2％を 9.3 ポイント上回っている。
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（６）男女共同参画の内容の理解度 × 「男は仕事をし、女は家庭を守るべき」という考え方

「男は仕事をし、女は家庭を守るべき」という考え方に対して『同感しない』は、男女共同参画の内容

の理解について「あまり理解できなかった・理解できなかった」とする回答者で 65.1％となっており、

「理解できた・ある程度理解できた」とする回答者の 54.8％を 10.3 ポイント上回っている。

（７）男女共同参画の内容の理解度 × 「子どもが小さい時は、保育園などに子どもを預けず、

母親が面倒をみるべきだ」という考え方

「子どもが小さい時は、保育園などに子どもを預けず、母親が面倒をみるべきだ」という考え方に対し

て『同感しない』は、男女共同参画の内容の理解について「あまり理解できなかった・理解できなかった」

とする回答者で 75.9％となっており、「理解できた・ある程度理解できた」とする回答者の 60.1％を

15.8 ポイント上回っている。

（８）男女共同参画の内容の理解度 × 「父親は、母親と役割分担して、家事・育児に積極的に

参画すべきだ」という考え方

「父親は、母親と役割分担して、家事・育児に積極的に参画すべきだ」という考え方に対して『同感す

る』は、男女共同参画の内容の理解について「理解できた・ある程度理解できた」とする回答者で 91.2

％となっており、「あまり理解できなかった・理解できなかった」とする回答者の 72.3％を 18.9％上回

っている。
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